
客観的な指標の算出方法について

授業科目の評価は100点満点とし、

1年間の履修科目の成績評価点を合計した上で平均点を算出する。

また、0～50点、50～60点、60～70点、70～80点、80～90点、90～100点の間隔で分類し、

成績の分布状況を整理している。


